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「りすた」を花でいっぱいに❀
ゆうばりコミュニティ・スクールが　夏休みにみんなで花を植えて「りすた」を明るくしようと企画し
ました。
参加を希望した市内の小中学生、夕張中学校の先生方、コミュニティ・スクールの委員さんらが集ま
り、プランターに２色のマリーゴールドとニチニチソウを植えていきました。
花が植えられたプランターは「りすた」前のロータリーに設置され、景観がとても華やかになりまし
た。
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▽ 市民の皆さんからいただいた意見（抜粋）

②居住アンケート調査

６月から７月にかけて、世帯主の方を無作為に抽出（1,643世帯）しアンケート調査を行い、

687票のご回答をいただきました。

お忙しい中ご協力いただきありがとうございました。

今後は、市内における住み替えのニーズに対する居住施策や夕張市外への住み替えを希望

している方の流出を防ぐ施策などについて、検討していきます。

住んでいる住宅 住み替え先の住宅

今後の住み替え意向 住み替えたい場所

問合せ先 市都市計画係　 ☎57－7058

〇ご自身でできること
・町内会の活動に積極的に参加する
・地域の人たちとコミュニケーションを取
り合い、助け合える状態を確保する
 ・災害時の対応について、普段から備える
 ・介護施設などの入居準備を早めに行う
 ・健康を維持する
 ・可能な限り草刈り、除雪を行う

〇行政に期待すること
・地域住民との対話
・子どもが安全に遊べる公園の整備
・公営住宅の整備、空き部屋の有効活用
・医療環境の充実
・災害避難所などを定期的に周知してほしい
・市道の除雪
・コンパクトシティの実現

民間の賃貸戸建て　2.6％

持ち家
54.9％

わからない・
未定
20.5％

住み替えは特に考えていない
46.7％

できれば
住み替えたい
12.6％

住み替えたい
12.2％

公営住宅
32.9％

公営住宅
32.3％

民間の賃貸アパート
4.4％

下宿・間借／寮　0.1％社宅／職員住宅　2.8％
無回答・不明　2.9％

無回答・不明　8.0％ 無回答・不明　4.7％

夕張市内（紅葉山地区）
5.9％

夕張市内（若菜地区）　4.1％

夕張市内
（清水沢地区）
34.7％

札幌市以外の
道内市町村
27.1％

札幌市
14.7％

夕張市内
（沼ノ沢地区）

2.9％

北海道外　1.2％

夕張市内の
その他の地区　4.7％

新築の戸建て持ち家
住宅　9.4％

無回答・不明　4.7％
その他　5.3％

子どもや親族宅に
同居する　1.8％

高齢者専用の
賃貸住宅
（サービス付き
高齢者住宅など）

15.3％

高齢者福祉施設
（老人ホームなど）

5.3％

中古の戸建て持ち家
住宅　10.7％

分譲マンション
4.1％

民間賃貸
アパート　7.6％

民間賃貸戸建て
住宅　2.9％
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コンパクトシティ推進事業　今年度の取組
〇現在の進捗状況

①公共施設現況調査

公共施設のうち、市民文化施設・社会教育施設・運動観光施設などの利用状況・建物の寿

命・土砂災害の危険性などについて調査を行いました。（※109施設）

古い建物の割合が全体の７割を占め、利用状況についても約４割の施設が利用されていな

い状況となっています。また、市役所本庁舎を含む９施設が土砂災害の危険性がある区域に

立地しているなどの課題が見えてきました。

このような課題をそのままにしておくと、老朽化が進むことや災害の危険性など市民の皆

さんの安全性を確保することが困難となるだけでなく、市民の皆さんにかかる負担（施設の

維持管理にかかる費用）も増加することから、地域の実態を勘案しながら公共施設の再編・

集約を検討していきます。

有
9％

無
91％

旧夕張市清水沢地区公民館
（清水沢宮前町）

夕張市民健康会館
（清水沢清栄町）

土砂災害の危険性

50％未満
27％

100％以上
15％

有
51％

無
40％

廃止・不明
9％

50％以上100％未満
58％

建物の老朽度 利用状況
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『りすたChallenge協働事業』
審査結果をお知らせします！

　広報ゆうばり6月号にて募集しました『りすたChallenge協働事業』について、たくさんの申請をいただき
ありがとうございました。
　７月の審査会において審査を行った結果、助成金を交付する５事業が決定しました。各事業の詳細、開催予
定日は次のとおりです。

※開催日については、今後の新型コロナウイルスの情勢などの影響により変更の場合があります。
市社会教育係　☎５７－７７１１

１ りすたふれあい
コンサート 夢音プロジェクト 11/27（土）

りすた
多目的ホール

２ ハンドクラフト
体験会 ハンドクラフト同好会

① 9 /26（日）
②10/10（日）

りすた
多目的室1・2

３ みんなの
work shop イベント友の会

10月～3月
各月1回全6回 りすた内各所

４ ゆうばりChallenge！
サイエンス部inりすた ゆうばり再生市民会議

① 9 月
②10月～12月
③12月～ 1 月

りすた内各所

５ まちあいカフェ
りすたChallenge協働
支援 まちあいカフェ

9月～3月
全20回 りすた内キッチン

申請順 事業名 団体名 開催予定日 開催場所

▼市内の在住者や出身者を中心に音楽仲間を集め、りすたでコンサートを開催してみます！子ど
もから大人まで幅広い世代が上質な音楽を体感する機会を提供し、楽しんでもらえるよう企画
しています。

▼昨年りすたで開催したハンドクラフト体験会を今年も開催します！今回は助成金交付事業とし
て、より多くの方が体験したり作品を観覧できるよう企画しています。次のページで早速参加
者を募集しているので、そちらもご覧ください。

▼普段『にこにこマルシェ』と『いきなりマーケット』というハンドメイドの販売イベントを開催
している各メンバーが合流し、本格的なワークショップを試みます。木工をはじめ料理やヨガ
など多様な内容を 6 種類開催予定で、詳細は今後の広報でお知らせしますのでお楽しみに！

▼幼児～中学生を対象に科学的な内容のワークショップを 3 種類企画しています。これまでの経
験を活かしつつ、東京とオンラインで繋いだり小学校のクラブ活動との連携に挑戦します！

▼りすたのキッチンスペースを活用し、地域の方が気軽に立ち寄りやすい時間にカフェを開設して
コーヒーなどを提供します！カフェの運営は未経験ですが、人との繋がりを感じられる心地よ
い居場所づくりに貢献できるよう目指しますので、是非ご利用ください。
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☎

広報ゆうばり　2021年9月号５



◇ゆうばりっ子スポーツフェスティバルが実施されました◇

【場所】ゆうばり文化スポーツセンター
【日時】令和３年８月６日（金曜日）10時～ 

　NPO法人夕張市体育協会、夕張市教育委員会社会教育係が中心となり夕張市の小学生を対象に
「ゆうばりっ子スポーツフェスティバル」を実施し、31名の子どもたちが参加されました。
　教育長の開会宣言により開始し、子どもたちはキックターゲットやフリスビーを使用したストラックア
ウトなど、普段はなかなか体験することのできない運動を行い、楽しんでくれた様子でした。
　今後も、子どもたちが運動の楽しさに触れられる機会を継続して提供していきたいと思います。今
回参加してくれたみんな、また元気な顔で会いましょう！ 
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ

●申込・問合せ先　ゆうばり文化スポーツセンター中島　☎56－6046

と　き
ところ

９月２・９・16・30日(木)　18：00～20：00
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ

≪剣道クラブ≫

と　き
ところ

９月２・９・16・30日(木)　18：15～19:30
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど

≪ランニング&ノルディックウォーキングクラブ≫

≪ボクシングクラブ≫
と　き
ところ

９月７・14・28日(火)　18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ

≪ピンポン&バドミントンクラブ≫
と　き
ところ

９月１・８・15・29日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ

≪文スポ楽々運動教室≫
と　き
ところ

９月２・16日(木)　９：30～11:30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ

と　き
ところ

９月４・11・25日(土)　10:30～11:30
拠点複合施設りすた
多目的ホール

≪りすた楽々運動教室≫

　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、感染症対策を講じながら活動をしています。参加される皆
さんには引き続きご協力をお願いします。今回の活動紹介は、「ランニングクラブ」です。

☆今月の活動日程

毎週木曜日に本町または平和方面に向かって各自のペースでラン
ニング１時間程度をし汗を流しています。ランニング終了後は、筋
力・ウエイト・体幹トレーニングなどを30分程度行っています。

■ランニングクラブの活動は

速く走ることを目的にしているのではなく、各自のペースで取り
組むことを第一にしています。その中で一緒に走る人を見つけて
楽しく会話をしながら走ったり、マラソン大会などに向けて走っ
たりと目標や目的に合わせて活動できることが魅力です。

■ランニングクラブの魅力は

普段一人で走っている方、走ることに興味のある方は、是非ランニ
ングクラブに来て楽しく走って健康増進してみませんか。

■市民の皆さんへ

【ユるっとゆうばりスポーツクラブ活動紹介　第６弾】

●指導者にインタビュー

“楽しく仲良く健康的になろう”

ランニングクラブ
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消防職員を募集します　令和４年４月採用
○受験資格
⑴次の要件をみたす方
①平成８年４月２日以降に生まれ、高等学校卒業以上（令和４年３月卒業見込みを含む）の
学歴を有する方
②聴力が左右とも正常であること
③消防吏員として職務遂行に必要な体格、体力を有していること
④夕張市内に居住可能な方

○受験申込方法
⑴提出書類
①履歴書（市販のもので、前６ケ月以内に撮影した写真を添付してください。）・JIS規格の
様式例に基づいた履歴書
②卒業証明書または卒業見込み証明書（最終学歴のもの）
③成績証明書（最終学歴のもの）
④返信用封筒（返信先を記載し８４円切手を貼った定形郵便物サイズの封筒）

○申込、問合せ先
夕張市消防本部　総務課総務係
〒068-0534　夕張市清水沢宮前町20番地
電　話　0123-53-4121
ホームページ　http://yubari-hokkaido.jp/

○採用予定日　令和４年４月１日

○受付期間　令和３年9月1日（水曜日）から9月30日（木曜日）まで（郵送の場合も９月30日必着）

○試験内容　一般教養試験・小論文・職業適性試験

○採用予定人数　若干名

○試験日および場所 月　日
 場　所

令和３年11月６日（土曜日）
夕張市役所４階会議室（夕張市本町４丁目２番地）

⑵次の各項目に該当する方は受験できません。
①日本国籍を有しない方
②禁固以上の刑に処せられ、その執行を終えるまで、またはその執行を受けることがなくな
るまでの方
③日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破
壊することを主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した方
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ラ
ブ
ル
防
止
教
室

　

７
月
21
日
に
、本
校
体
育
館
に
て
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
防
止
教
室
を
行
い
ま
し
た
。Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
人

間
関
係
の
悪
化
の
事
例
動
画
を
視
聴
後
、グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

第
74
回
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　

選
手
権
大
会　

南
空
知
地
区
予
選
会

　

７
月
27
日
、岩
見
沢
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

て
、『
第
74
回
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

大
会　

南
空
知
地
区
予
選
会
』が
行
わ
れ
ま

し
た
。本
校
か
ら
は
２
年
生
５
名
、１
年
生
４

名
が
出
場
し
ま
し
た
。女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
初

の
全
道
大
会
進
出
で
す
。保
護
者
の
方
々
を

は
じ
め
、多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
り
成
し

遂
げ
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。全
道
大

会
は
８
月
20
日
か
ら
釧
路
市
の
湿
原
の
風
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

各
自
の
意
見
を
グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に

投
稿
し
た
り
、グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
グ
ー
グ
ル

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
同
時
編
集
し
た
り
す
る

な
ど
、今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る一人
一台

端
末
の
環
境
を
十
分
に
活
用
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
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夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
四
十
一
号

第30回夕張高校学校祭を開催！
記記記記 日日日日

日日河 記記記

河 記　
今
回
は
、忙
し
い
中
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
そ
し
て
学
校
祭
お
疲
れ
様

で
し
た
。実
行
委
員
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、こ
の
経
験
は
絶
対
に
将
来
に
役
立
つ
と
思
い
ま

す
！
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、収

束
し
た
時
に
は
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！

↑本シリーズの記事のバックナンバーは
「夕張高校魅力化プロジェクトポータルサイト」にて掲載中。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
モ
ア・ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
、７
月
10
日
に

開
催
さ
れ
た
、今
年
で
30
回
目
と
な
る
夕
張
高
校
学
校

祭
に
つい
て
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
祭
お
疲
れ
様
で
し
た
。日
高
さ
ん
は
ど
う
し
て

実
行
委
員
長
に
な
っ
た
の
？

担
任
の
先
生
か
ら
の
勧
め
も
あ
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。今
ま
で
、リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
事
も
な

く
、人
見
知
り
で
引
っ
込
み
思
案
な
の
で
、当
日
ま
で

不
安
で
し
た
。

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
ね
！
学
校
祭
は
ど
う
だ
っ
た
？

な
に
か
苦
労
し
た
事
は
あ
っ
た
？

全
部
が
と
て
も
楽
し
く
て
、あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
って

し
ま
い
ま
し
た
。当
日
は
２
年
生
の
本
間
さ
ん
と
司
会

を
し
た
の
で
す
が
、台
本
は
な
く
、す
べ
て
ア
ド
リ
ブ
だ

っ
た
の
で
大
変
で
し
た
。

ア
ド
リ
ブ
は
大
変
だ
ね
！
今
回
の
学
校
祭
で
は
ど
ん

な
事
を
や
っ
た
の
？

劇
や
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は
も
ち
ろ
ん
、今
回
か
ら
新

し
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
や
っ
た
り
地
域
の
方
々
と

「
パ
プ
リ
カ
」を
踊
り
動
画
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
っ
て
ど
ん
な
事
を
す
る
の
？

そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
き
た
私
服
や
衣
装
な
ど
を
着
て
、ラ

ン
ウ
ェ
イ
を
歩
き
ま
す
。家
庭
科
で
習
っ
た
浴
衣
の
着

な
る
ほ
ど
！
実
際
に
や
っ
て
み
て
目
標
達
成
で
き

た
？

達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
！
私
が
３
年
生
じ
ゃ
な
か
っ

た
時
に
、上
級
生
が
学
校
祭
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で

す
ご
く
楽
し
ん
で
い
て
と
て
も
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
。

だ
か
ら
私
も
先
輩
達
み
た
い
に「
学
校
祭
を
全
力
で

楽
し
も
う
！
」と
思
い
準
備
か
ら
本
番
ま
で
友
達
と一

緒
に
取
り
組
み
、す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
し
、終
わ
っ

た
時
に
は
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
！

日高　桃華さん

学校祭実行委員長
３学年

河村　桜さん
（写真右）

学校祭副実行委員長
３学年

付
け
を
自
分
達
で
や
っ
た
り
と
か
、全
身
タ
イ
ツ
の
人

が
現
れ
た
り
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

楽
し
そ
う
！
パ
プ
リ
カ
の
動
画
や
劇
は
ど
う
だ
っ
た
？

パ
プ
リ
カ
の
動
画
制
作
は
、生
徒
会
が
主
と
な
り
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校

と
地
域
と
の
交
流
が
で
き
な
い
中
だ
っ
た
の
で
、と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。ま
た
劇
に
お
い
て
も
各
ク
ラ
ス
で
劇
の

脚
本
や
台
本
な
ど
も
制
作
し
ま
す
が
、地
域
と
の
繋

が
り
を
大
事
に
す
る
た
め
、夕
張
の
歴
史
や
自
然
な

ど
の
要
素
を
入
れ
て
発
表
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
ね
！
最
後
に
日
高
さ
ん
が
学
校
祭
を

終
え
て
、得
ら
れ
た
こ
と
や
感
じ
た
事
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
た
時
は
と
て
も
不
安
で
し

た
が
、私
が
下
級
生
を
引
っ
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
思
い
が
芽
生
え
、自
分
が
仕
切
っ
て
周
囲
を
動
か
す

と
い
う
経
験
か
ら
責
任
感
も
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま

す
。社
会
人
に
な
る
と
、積
極
性
や
責
任
感
は
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
実
行
委
員
長
を
経
験
し
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。今
後
は
美
容
師
に
な
り
た
い
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
、こ
の
経
験
を
活
か
し
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

河
村
さ
ん
は
ど
ん
な
学
校
祭
に
し
た
い
と
思
っ
て
実

行
委
員
を
や
っ
た
の
？

悔
い
の
な
い
よ
う
に
全
力
で
楽
し
み
、自
分
が
中
心
と

な
って
盛
り
上
げ
て
、ハッ
ピ
ー
な
１
日
に
し
た
い
と
思
っ

た
の
で
実
行
委
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
！
総
合
司

会
な
ど
学
校
祭
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
に
な
る
の
で
は
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。

副
実
行
委
員
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

学
校
祭
実
行
委
員
長
へ

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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新型コロナワクチン接種情報≪９≫

≪ スマホやパソコンでの予約 ≫
QRコードまたは市HPからアクセスできます。
※予約枠に空きがなく予約ができない場合は、
市保健係（☎52－3106）へご連絡ください。

たとえばこんな方
□ 接種しようか迷っている⇒正しい知識を得るためにまずは相談を
□ 予約がうまくできない⇒市で予約代行します
□ 一人では会場まで行けない⇒行ける方法を検討します

≪ コールセンターでの予約 ≫
☎０５７０－０００－２２６　（自動音声）　午前８時～午後８時

※10月以降は、市保健係での予約となりますが、ワクチン準備の都合上、接種日が限られます。ご了
承ください。詳細は広報ゆうばり10月号でお知らせします。
※12歳になる方については、誕生月の月末に接種券を送付します。接種ご希望の方は接種券到着後、
下記連絡先へ電話でご相談ください。

ワクチン接種は、強制ではなくあくまでも本人の意思により接種するものです。
接種する・しない どちらも間違いではありません。
ワクチン接種は夕張市発行の接種券をお持ちの方が対象です。

問合せ先　市保健係　☎52－3106

●連絡先●
市保健係　☎５２－３１０６　Fax５２－０６３８

コールセンター・インターネットでの予約は
９月末に終了します。この機会に予約をおすすめします。

接種はしたいけれど予約などでお困りの方、 
まずは連絡をください！

新型コロナワクチン接種をお考えの皆様へ

予約のQRコードは ▼

こちらから！！
QRコードは
㈱デンソーウェーブの
登録商標です［  　　］

９月中に接種を希望される方が皆さん接種できるよう、予約枠を増やすなどして調整します。
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市民一人ひとりが新型コロナウイルス感染拡大をストップする！！
～予防対策の徹底を！～

油断せず、基本的な感染予防対策を徹底する必要があります。

症状が心配な時には下記の流れを参考に相談を！

　８月に入り市内でも感染者が確認されています。全道でも感染力の強いデルタ株への置き換
わりがすすんでいます。夏休み・お盆シーズンによる人流増加もあり、飲酒を伴う懇親会、大人
数長時間の飲食、マスク無しでの会話、狭い空間での共同生活、職場の休憩時間など、居場所
の切り替わりに感染リスクが高まります。予防接種を済ませていても安心せず、感染予防に努め
てください。

　マスク・手指消毒・ソーシャルディスタンス・換気の徹底
　不要不急の外出、症状が感じられた場合の外出は避ける
　体温チェックなどの健康管理を行う
※夏休み・お盆などでやむを得ず市外・道外都府県の方との往来など普段会わない人との交流があった
時は特に健康チェックを毎日行い、早期の対応に心がけましょう。

かかりつけ医がいない、つながらない場合は下記の相談先へ

注意　発熱があったときは、必ず前もって医療機関へ電話をしたうえで医療機関の指示に従い受診しましょう。

北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター
0120－501－507（フリーダイヤル)24時間

●相談先

●感染が疑われた場合
保健所が個別に調査を行いますので、調査の際には事実を隠さずに伝えましょう。
感染拡大を防ぐためには、だれと、いつ、どこで接触したか、普段とちがう行動をしたかなどを
正確に伝えることが重要になります。ご協力をお願いします。

問合せ先　市保健係　☎52－3106

息苦しさ（呼吸困難）
強いだるさ（倦怠感）
高熱など

・高齢者の方
・基礎疾患がある方
（糖尿病、心不全、呼吸器疾患など）
・透析を受けている方
・免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方
・妊婦の方
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市立診療所と老健夕張の今後の計画です。若菜への移転はいよいよ現地の造成工
事が開始されました。事業のスタートは令和5年夏の予定です。その準備の意味もあっ
て、老健夕張が11月頃に縮小する予定です。40床から29床になります。ショートステイ
事業、デイケア事業はこれまで通り行います。
若菜に移転すると診療所の診療はほぼ現在のまま継続しますが、老健は介護医療
院19床へと役割が変わりますので、この11月から介護サービス事業を新たに開設して
訪問系のサービスの一層の充実を図ります。

夕張市立診療所ニュース
2021年

vol.135
９月

９月外来診療体制

※医師は変更となる場合もございます。ご理解の程よろしくお願いいたします。※土・日・祝は休診です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

前沢政次所長

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八田・松原

前沢・諌山

八　田

前沢・出張医

出張医

八　田

前沢・髙野

八　田

諌山・髙野

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（３・10・17・24日）

循環器内科
（１・15・29日）

泌尿器科
（７・14・21・28日）

八田・田端

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八田・松原

前　沢

八　田

諌　山

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（３・10・17・24日）

整形外科
（７・14・21・28日）

整形外科
（15日）

整形外科・婦人科
（２・９・16・30日）

八田・田端

諌山医師が着任しました

夕張高校インターンシップ

　9月から、常勤医として諌山（いさやま）医師が着任しま
した。次号で改めてご紹介させていただきます。

　８月２、３日の２日間、夕張高校の学生2名がインターン
シップ（職業体験）で診療所を訪れました。
　訪問診療や訪問看護を体験し、医師・看護師・通所の役
割を理解していただきました。前沢所長からのお話と、専
門職として必要な寄り添うことについての本をプレゼント
させていただきました。
　いつか医療人として活躍してくれることを期待していま
す！暑い中お疲れ様でした！

お知らせ こじか保育園
動画作成に参加しました！
　鹿鳴館の緑茂る庭で、「パプリカ」の曲に
合わせて夕張高校のお姉さん方と歌って踊
りました。動画はYouＴubeで公開中です。
夕張市内の様々な場所や市民の方が映っ
ています。
　「夕張高校 パプリカ」で検索してぜひご
覧ください♪

　発熱・咳などのかぜ症状で受診する方
は、事前に診療所へお電話でご相談くだ
さい。感染症対策のため、ご理解とご協力
をよろしくお願い申し上げます。

☎（0123）52－4339

かぜ症状で受診の方へ

訪問看護へ同行 レポート作成
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９
月
９
日
は「
き
ゅ
う（
９
）き
ゅ
う（
９
）」と
読

む
語
呂
合
わ
せ
か
ら「
救
急
の
日
」、こ
の
日
を
含

む
１
週
間
を「
救
急
医
療
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
つ
い
て一般
の
人
々
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、救
急
医
療
関
係
者
の

意
識
高
揚
を
図
る
目
的
で
昭
和
57
年
に
厚
生
労

働
省
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。救
急
車
の
正

し
い
利
用
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
む
応
急
手

当
の
知
識
な
ど
を
P
R
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
救
急
に
つい
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
ど
ん
な
時
に
救
急
車
を
呼
ぶ
の
？
】

　

救
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と

で
、本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
人
達
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に「
救
え
る
命
」が
救

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、こ
ん
な
時

は
迷
わ
ず「
１
１
９
番
」通
報
を
！

た
と
え
ば
…

▼
ろ
れ
つ
が
ま
わ
り
に
く
い
、う
ま
く
話
せ
な
い

▼
突
然
の
激
し
い
頭
痛

▼
急
な
息
切
れ
、呼
吸
が
苦
し
い
、胸
が
痛
い

▼
冷
や
汗
、顔
が
あ
お
白
い
、顔
色
が
悪
い

▼
手
足
の
突
然
の
し
び
れ
、め
ま
い
、ふ
ら
つ
き

▼
明
ら
か
に
いつ
も
と
様
子
が
違
う
な
ど・・・

【
１
１
９
番
に
通
報
し
た
ら
、落
ち
着
い
て
次
の

事
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
】

▼（
火
事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
）救
急
で
す
。

▼
救
急
車
に
来
て
ほ
し
い
住
所
を
伝
え
ま
す
。

▼
具
合
が
悪
い
人
の
年
齢・性
別・症
状
な
ど
。

▼
通
報
し
た
人
の
名
前
と
電
話
番
号
。

【
私
達
が
で
き
る
応
急
手
当
と
は
？
】

　

け
が
や
病
気
の
中
で
も
最
も
重
篤
で
緊
急
を

要
す
る
も
の
は
、心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
で
す
。呼
吸
を
し
て
い
な
い
、心
臓
が
停
止

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
状
態
の
人
を
見
か
け
た

ら
、大
声
で
応
援
を
呼
び
、１
１
９
番
通
報
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
手
配
を
依
頼
し
、救
急
隊
が
傷
病
者
の
も
と

に
少
し
で
も
早
く
到
着
す
る
よ
う
に
行
動
し
ま

す
。

＊
心
肺
蘇
生
と
は・・気
道
を
確
保
し
た
後
、胸
を

強
く
圧
迫
す
る
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マッ
サ
ー
ジ
）30

回
、人
工
呼
吸
２
回
を
繰
り
返
し
ま
す
。（
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ｲ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、人
工
呼
吸
は
行
わ
ず
に
、胸
骨
圧
迫
だ
け
を

続
け
る
よ
う
に一部
変
更
と
な
って
い
ま
す
）

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は・・「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」と
い

い
傷
病
者
の
心
臓
の
動
き
を
自
動
的
に
調
べ
、必

要
な
操
作
を
音
声
ガ
イ
ド
で
指
示
し
て
く
れ
ま

す
。公
共
施
設
な
ど
の
人
の
目
に
つ
き
や
す
い
場

所
で
専
用
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。一

般
の
人
で
も
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

大
切
な
家
族
や
身
近
な
友
人
な
ど
が
突
然
倒

れ
た
時
、あ
な
た
の
勇
気
あ
る
行
動
で
救
う
こ
と

が
で
き
る
命
が
あ
り
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時
に
覚

え
て
お
き
た
い
応
急
手
当
。今
後
、救
急
講
習
な

ど
の
機
会
が
あ
る
時
に
は
、積
極
的
に
受
講
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

柴
原　

加
奈
子

《
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」・・

　
　
　
　
　 

見
つ
け
よ
う
、自
分
に
で
き
る
こ
と
！
》

『エレジーは流れない』三浦しをん/著　双葉社

・十津川警部、廃線に立つ（西村京太郎）　・小さな神たちの祈り（内館牧子）
・俺と師匠とブルーボーイとストリッパー（桜木紫乃）　・刑事の枷（堂場瞬一）
・薔薇の中の蛇（恩田陸）　・大義（今野敏）　・白鳥とコウモリ（東野圭吾）
・クララとお日さま（カズオ・イシグロ）　・農泊のススメ（宮田静一）
・農家直伝たくさんとれた野菜の保存と料理（池上正子）

と　き　１０月２日（土）　午前９時から午後９時
ところ　拠点複合施設りすた
おはなし会、語り、腹話術、工作コーナーなど　午後６時からは大人向け語りをお楽しみください。

☆新しく入った本

◎「ゆうばり図書まつり」

　高校２年生の穂積怜には、２人の母親がいる。どちらが生みの親かも、どういう事情がある
のかも知らない。「生みの親だから」とか「血がつながってないから」とか二人を比べてしまう
のがこわいから、真実など知りたくないのだ。父親に関しては、顔も名前も存在自体も話題に
上ったことはない。そんな怜の前に父親らしき人物が現れた時、怜の「出生の秘密」が明かさ
れる。

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583

広報ゆうばり　2021年9月号15



広報ゆうばり　2021年9月号 16



広報ゆうばり　2021年9月号17



認
知
症
に
な
っ
て
も

　
  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　

  

ま
ち
を
目
指
し
て

９
月
は「
認
知
症
周
知
啓
発
月
間
」

◆
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
と
は
？

　

国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会（
Ａ
Ｄ

Ｉ
）は
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）と
共

同
で
、毎
年
９
月
21
日
を「
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」と
制
定
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、1
9
9
4
年
９
月
21
日
、ス
コッ

ト
ラ
ン
ド
で
第
10
回
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
協
会
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、会

議
の
初
日
で
あ
る
こ
の
日
を「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」と
宣
言
し
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

　

日
本
で
も
９
月
を「
認
知
症
周
知

啓
発
月
間
」と
し
て
、認
知
症
の
普
及・

啓
蒙
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◆
認
知
症
は
特
別
な
病
気
？

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
は
じ

め
と
す
る
認
知
症
は
、誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

認
知
症
の
方
は
2
0
2
5
年
に
は

7
0
0
万
人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
予
備
軍
は
、高
齢

者
の
約
４
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
の
発
症
率
は
高
齢
に
な
る

ほ
ど
高
く
な
り
、誰
で
も
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

　

自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
、い
か
に
暮
ら
し
て
い
く
か
、元
気
な

う
ち
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆「
認
知
症
」の
理
解
を
深
め
よ
う
！

　

認
知
症
と
は
、脳
に
起
き
た
何
ら
か

の
障
害
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

記
憶
や
思
考
な
ど
の
能
力
が
徐
々
に

低
下
し
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

病
気
で
す
。

　

認
知
症
を
理
解
す
る
た
め
に
、重
要

な
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
一
冊
に
ま
と

め
ら
れ
た
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
始
ま
り
に
見
ら
れ
る
症

状
、主
な
認
知
症
の
種
類
、認
知
症
と

疑
わ
れ
る
症
状
が
あ
る
場
合
、ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
、ま
た
、そ
の
進

行
や
状
態
に
応
じ
て
、ど
の
よ
う
な
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の

か
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
、で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、ご
活
用
く

だ
さ
い
。

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
窓
口

・
夕
張
市
役
所
２
階　

保
健
福
祉
課

㉔
番
窓
口

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

応
援
者
と
な
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」の
養
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら「
身
近
な
人
が
認
知

症
に
な
っ
た
時
、今
回
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
接
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」「
今

回
認
知
症
の
対
応
が
わ
か
っ
た
。困
って

い
る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け
た
い
と
思

う
」な
ど「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
輪

が
広
が
って
い
ま
す
。

　

地
域・職
場・学
校
の
他
、５
名
以
上

集
ま
る
場
が
あ
れ
ば
、講
師
を
派
遣
す

る
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。受
講
を
希

望
す
る
方
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
一人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

　

認
知
症
や
そ
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩

み
や
不
安
が
あ
る
場
合
、本
人
や
家
族

だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

相
談・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなで く「「みんなで
Episode 38

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市企画係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「富野小学校と二宮金次郎像」　土屋義次さん撮影、1970年代ごろ

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

◆
広
げ
よ
う
認
知
症
応
援
者
の
輪

　

市
で
は
、認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、「
近
所
の
見
守
り
や
声
が
け
」「
ち

ょっ
と
し
た
お
手
伝
い
」な
ど
身
近
な
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

９
月
21
日
か
ら
30
日
は

　
　

秋
の
交
通
安
全
運
動

ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
に

１　

複
数
で
行
動
し
、音
で
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。野
山
に
は
１
人
で
入

ら
ず
、複
数
で
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。入
山
す
る
と
き
は
、ク
マ
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
を
持
っ
て
、会
話
す
る
な

ど
人
の
存
在
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
ま
し

ょ
う
。

２　

ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
な
ど
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。薄
暗
い
と
き
の
行
動

は
避
け
、野
山
に
入
る
前
に
は
、新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報

な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３　

残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。ヒ
グ
マ
は
、いっ
た
ん
ゴ
ミ

の
味
を
覚
え
る
と
、そ
れ
を
目
当
て
に

ゴ
ミ
捨
て
場
な
ど
に
繰
り
返
し
出
没

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ゴ
ミ
を
野
外

に
放
置
し
た
り
、埋
め
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、草
や
木
な

ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を
見
つ

け
た
と
き
は
、す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し

ょ
う
。

５　

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、落

ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。逃
げ
た

り
、さ
わ
い
だ
り
、慌
て
て
行
動
す
る

と
、か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
襲
わ

れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、リ
ュッ

ク
や
持
ち
物
の
回
収
は
せ
ず
、ゆ
っ
く

り
と
静
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施　

夕
暮
れ
時　

あ
な
た
を
守
る　

反
射

材◆
運
動
期
間

　

９
月
21
日
〜
30
日

◆
運
動
重
点

･
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

･
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と

歩
行
者
な
ど
の
保
護
な
ど
安
全
運
転

意
識
の
向
上

･
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー

ル
遵
守
の
徹
底

･
飲
酒
運
転
な
ど
の
悪
質・危
険
な
運

転
の
根
絶

◆
９
月
30
日
は
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」で
す

交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

◆
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、歩
行
者

や
自
転
車
の
見
落
と
し
や
発
見
遅
れ

に
よ
る
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、対

向
車
や
前
車
が
い
な
い
時
は
、ラ
イ
ト

を
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

特
に
、右
か
ら
横
断
し
て
く
る
歩
行
者

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
す
る
前
に
、同
乗
者
全
員
が
シ

ー
ト
ベル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

◆
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

横
断
前
に
左
右
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

運
転
手
の
み
な
さ
ん
は

　

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
は
、歩
行
者

や
自
転
車
乗
用
者
な
ど
の
発
見
が
遅

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
は
、台
風
の
接

近・上
陸
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。台

風
は
、強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
北
海

道
へ
上
陸・接
近
す
る
こ
と
も
あ
り
、主

に
暴
風・大
雨
に
よ
る
災
害
を
も
た
ら

し
ま
す
。気
象
庁
で
は
、台
風
の
接
近

に
よ
り
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、気
象
情
報
を
発
表
し
警

戒
を
呼
び
か
る
と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
雨
に
よ
る
災
害
発
生
の
危

険
度
を
地
図
上
で
確
認
で
き
る
情
報

「
キ
キ
ク
ル
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
か
ら
命
を
守
る
た
め
、テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
最
新
の
情
報
を
チ
ェッ
ク
し
て
災
害
へ

の
備
え
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･
最
寄
り
の
避
難
所
や
避
難
経
路
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･
水
や
非
常
食（
３
日
分
以
上
）、常
備

薬
、懐
中
電
灯
、ラ
ジ
オ
な
ど
の
非
常

用
品
を
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･
強
風
に
よ
り
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物

品
な
ど
は
、固
定
す
る
か
屋
内
に
片
づ

け
ま
し
ょ
う

･
市
か
ら
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、身
の
安
全
を
確
保
し
、速
や
か

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

☎
53
―
4
1
2
1

　

外
出
の
際
は
、白
っ
ぽ
い
服
装
や
反

射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す

　
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」を
徹
底
し
、二
日
酔
い
運
転

を
含
め
た
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し

ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
北
海
道
自
転
車
条

例
　

自
転
車
に
乗
る
時
は
、子
ど
も
は
も

ち
ろ
ん
大
人
も
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
、夜
間
は
自
転
車
の
側
面
に
反

射
器
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一に
備
え
て
、自
転
車
損
害
賠

償
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

れ
が
ち
に
な
る
の
で
、早
め
点
灯
、交
差

点
で
は
徐
行
し
、し
っ
か
り
安
全
確
認

し
ま
し
ょ
う
。交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、歩

行
者
や
周
り
の
車
な
ど
に
対
す
る「
思

い
や
り・ゆ
ず
り
合
い
」の
気
持
ち
を
も

っ
て
、安
全
な
速
度
、十
分
な
車
間
距

離
を
保
ち
、不
必
要
な
急
ブ
レ
ー
キ
や

無
理
な
進
路
変
更
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

家
庭
で
は

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
、明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

横
断
歩
道
や
信
号
機
の
あ
る
交
差

点
が
近
く
に
あ
る
時
は
、そ
の
横
断
歩

道
や
交
差
点
で
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、車
道
が
原

則
で
す
。交
通
ル
ー
ル・マ
ナ
ー
を
守
り
、

安
全・適
性
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

９
月
21
日

　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

武
道
館
横
広
場（
紅
葉
山
）

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
）　

☎
59
―
6
1
1
1

気象庁ホームページ
キキクル
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第
７
次
社
会
教
育

　
　

中
期
計
画
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

除
雪
会
員
の
募
集

赤
十
字
か
ら
の
お
知
ら
せ

夕
張
市
民
文
化
祭

2
0
2
1
の
開
催
に
つ
い
て

り
す
た
市
民
学
習
講
座

第
２
回「
世
界
の
自
然
遺
産
」

　

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、５
年

ご
と
に
社
会
教
育
中
期
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。次
期
の
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
に
お
け
る
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
抽
出
調
査（
1
0
0
世
帯
の
み
）を

実
施
し
ま
す
。ま
た
、拠
点
複
合
施
設

「
り
す
た
」に
記
入
回
答
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。夕
張
市
の
文
化
・
歴
史
の

継
承
、青
少
年
教
育
、読
書
推
進
な
ど

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
郵
送
時
期　

８
月
下
旬

記
入
回
答
ス
ペ
ー
ス
設
置
期
間

９
月
１
日
〜
30
日

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
期
日　

９
月
30
日

そ
の
他

･
回
答
で
き
る
の
は
、夕
張
市
民
の
み

で
、一人
１
回
の
み
で
す
。

･
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、今
年
中
に
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係

☎
57
―
7
7
1
1

　

市
社
会
教
育
係
で
は
、年
間
を
通
じ

て
主
体
的・対
話
的
な
市
民
講
座
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。興
味
や
好
奇
心

を
育
み
、楽
し
く
イ
キ
イ
キ
と
学
ぶ
き

っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。第
１
回
目
は

「
文
化
遺
産
」を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た

が
、第
２
回
目
は「
自
然
遺
産
」を
テ
ー

マ
に
し
ま
す
。

　

事
前
申
込
は
不
要
で
、途
中
か
ら
で

も
参
加
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

内　

容　

世
界
の
様
々
な
美
し
い
遺

産
や
、夕
張
市
の
文
化
財
な
ど
を
写
真

で
見
な
が
ら
、自
分
が
好
き
な
遺
産
・

次
代
に
残
し
た
い
も
の
に
つ
い
て
参
加

者
と
お
話
を
し
ま
す
。

と　

き  

９
月
14
日

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
15
分

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

講　

師　

社
会
教
育
主
事
が
進
行
を

務
め
、講
師
は
お
き
ま
せ
ん
。10
月
以

降
の
市
民
講
座
で
は
講
師
を
招
く
予

定
で
す
。

料　

金　

無
料

修
了
証　

市
民
学
習
講
座
に
３
回
以

上
出
席
し
た
方
に
は
、修
了
証
を
授
与

し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係　

☎
57
―
7
7
1
1

　

老
若
男
女・障
が
い
の
有
無
な
ど
に

関
係
な
く
、市
民
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
文
化
の
祭
典
と
し
て「
夕
張
市
民

文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
ま
で
は
、市
民
有
志
に

よ
り
が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、令
和
２
年
度
か

ら
は
り
す
た
が
開
館
し
た
こ
と
に
伴

い
、教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、出
品
す
る
た
め
に
は
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

10
月
23
日
〜
11
月
３
日

開
催
場
所　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

出
品
料　

無
料

出
品
申
込  

り
す
た
窓
口
に「
出
品
申

込
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
り
す
た
窓
口
か
、夕
張
市

Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
〜
10
月
11
日

搬
入
日　

10
月
22
日

　

搬
入
時
間
・
展
示
場
所
は
10
月
15

日
頃
に
、夕
張
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
お
知

ら
せ
し
ま
す
。当
日
会
場
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
、広
報
ゆ
う
ば
り

10
月
号
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係　

☎
57
―
7
7
1
1

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、除
雪

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

高
い
高
齢
化
率
な
ど
を
背
景
と
し

て
、除
雪
を
希
望
す
る
方
が
増
加
す
る

一
方
、除
雪
作
業
に
従
事
す
る
シ
ル
バ
ー

会
員
は
減
少
し
て
お
り
、年
々
、除
雪

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
状

況
と
な
って
い
ま
す
。

　

今
年
も
臨
時
会
員（
冬
期
の
み
）の

登
録
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、除
雪
の
手
伝
い
が
で
き
る
方

は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
の

う
え
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
内
容　

お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の

降
雪
が
あ
っ
た
場
合
の
除
雪

作
業
場
所　

高
齢
者
住
宅
の
玄
関
と

通
路
、公
共
施
設
、消
防
施
設（
消
火

栓
な
ど
）、そ
の
他
一般
家
庭
な
ど

配
分
金（
報
酬
）　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
よ
り
支
給

募
集
期
限　

10
月
29
日（
そ
の
後
も

随
時
受
け
付
け
ま
す
。）

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
59
―
7
7
2
2

◆
赤
十
字
の
社
資
募
集

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、世
界
各
地
で

の
救
護
活
動
は
も
と
よ
り
、国
内
で
の

災
害
救
護
、血
液
事
業
、医
療
事
業
、

社
会
福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動
は
、皆

さ
ん
か
ら
の
社
資（
会
費・寄
付
金
）に

よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
地
区
で
は
、町
内
会
や
赤
十

字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、社
資
募
集
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

実
施
期
間　

11
月
30
日
ま
で

※
実
施
期
間
以
外
で
も
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

※
社
資
は
全
額
、日
本
赤
十
字
社
へ
送

金
し
ま
す
。

◆
赤
十
字
の
社
員
制
度

　

赤
十
字
の
理
念
と
活
動
に
賛
同
し
、

支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
を「
会

員
」ま
た
は「
協
力
会
員
」と
い
い
ま

す
。会
員
は
年
額
２
、0
0
0
円
以

上
、協
力
会
員
は
年
額
5
0
0
円
以

上
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
誰
で
も

加
入
で
き
、法
人
単
位
で
も
加
入
で
き

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

日
本
赤
十
字
社
夕
張
市
地
区（
市
生

活
福
祉
係
）　　

  

☎
52
―
1
0
5
9
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令
和
３
年
度　

後
期
技
能

検
定
受
検
者
募
集
に
つ
い
て

災
害
に
備
え
て
防
災

　

ツ
ー
ル
を
活
用
し
よ
う
！

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
３
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

の
受
検
申
請
受
付
に
つ
い
て
、次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間　

10
月
４
日
〜
15
日

受
検
資
格

･
１
級　

７
年
以
上
ま
た
は
、２
級
取

得
後
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
方

･
単
一等
級　

３
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
方

･
２
級　

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
方
ま
た
は
、３
級
取
得
者

･
３
級　

検
定
職
種
従
事
者
、ま
た
は

該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
校・高
等

学
校・短
期
大
学・大
学・各
種（
専
修
）

学
校（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限
る
）

の
在
校
生
を
含
む

実
施
職
種　

配
管
、鉄
筋
施
工
、建
築

大
工
な
ど

そ
の
他　

経
験
年
数
の
短
縮
、免
除
お

よ
び
実
施
職
種
、受
検
手
数
料
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会（
滝
川
市

流
通
団
地
３
丁
目
６
番
地
23
号

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知
内
）

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
1
2
5
―
23
―
5
2
6
1

市
商
工
観
光
係　

☎
52
―
3
1
2
8

　

近
年
、全
国
で
頻
発
し
て
い
る
大
規

模
な
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、普
段
か

ら
利
用
で
き
る
防
災
ツ
ー
ル
を
紹
介
し

ま
す
。

ど
し
ゃ
ブ
ル（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア

プ
リ
）

　

今
降
っ
て
い
る
雨
の
状
況
や
今
後
の

雨
の
予
測
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置

情
報
を
使
っ
て
確
認
で
き
る
ア
プ
リ
で

す
。現
在
地
や
登
録
し
た
地
点
に
土

砂
災
害
の
危
険
が
迫
る
と
、ア
ラ
ー
ト

で
危
険
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、

学
校
や
職
場
な
ど
最
大
４
カ
所
を
地

点
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

http://xrain.pckk-service.jp/dos
yabull/storeLink/

し
ら
ベ
ル（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

　

自
宅
な
ど
の
身
近
な
場
所
の
災
害

リ
ス
ク
を
地
図
上
で
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。水
害
や
土

砂
災
害
、地
震
な
ど
の
様
々
な
災
害
リ

ス
ク
を
地
図
上
に
重
ね
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、選
択
し
た

地
点
の
災
害
リ
ス
ク
を
リ
ス
ク
診
断
レ

ポ
ー
ト
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、ご
自
宅
に

ど
ん
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

https://xrain.pckk-service.jp/Ri
skM
ap/yubari/

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

登
録
商
標
で
す
。）

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。１
週
間
前
ま
で
に
申
込

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月
18
日
、10
月
２
日

午
前
９
時
〜（
午
前
８
時
30
分
ま
で
集

合
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

一
般　

7
0
0
円

　
　
　
　

会
員　

5
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
守
る
市
民
の
会　

大
谷

☎
58
―
3
0
1
1

　毎年恒例となっている夕張市農業協同組合青年部に
よる福祉メロンの贈呈。
　今年も、市内の福祉施設などに夕張メロンが寄付され
ました。

福祉メロン贈呈
部に

され
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大
型
ご
み
の
収
集

共
同
浴
場
の

　
　

無
料
開
放
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
　
　
　

  

制
度
に
つ
い
て

「
令
和
３
年
度
特
定
医
療
費

 　
（
指
定
難
病
）受
給
者
証

及
び
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

　
　
　
　

  

進
行
防
止
対
策

（
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
）

　

医
療
受
給
者
証
の

　
　

  

更
新
申
請
に
つ
い
て
」

　

品
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
金
額
に

相
当
す
る
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
て
、所

定
の
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
型
ご
み
の
品
目
と
料
金
は
、ご
み

分
別
辞
典
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
、オ

ー
ト
バ
イ
、タ
イ
ヤ
、灯
油
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

な
ど
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
て
い
な
い
も
の

や
、規
定
の
金
額
の
処
理
券
を
貼
って
い

な
い
も
の
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
一
般
ご
み・資
源
ご
み
と
同
様
に
、収

集
時
間
ま
で
に
所
定
の
収
集
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

敬
老
の
日
は
、共
同
浴
場
の
無
料
入

浴
を
実
施
し
ま
す
。（
対
象
者
に
限

る
）

実
施
日　

９
月
20
日　

実
施
浴
場　

各
共
同
浴
場（
宮
前
町・

真
谷
地・清
陵
）

対
象
者　

65
歳
以
上
の
方
、小
学
生

以
下
の
お
子
さ
ん

※
対
象
者
と
入
浴
す
る
65
歳
未
満
の

介
護
者・保
護
者
は
通
常
料
金
と
な
り

ま
す
。

入
浴
方
法　

対
象
者
は
受
付（
番
台
）

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が一定
基

準
以
下
の
、年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

で
以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

方１　

65
歳
以
上
で
あ
る
。

２　

世
帯
員
全
員
が
、市
町
村
民
税

が
非
課
税
と
な
って
い
る
。

３　

年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
税

額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る
。

障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
で
以
下
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る

１　

前
年
の
所
得
額
が
約
4
7
2
万

円
以
下
で
あ
る
。

◆
請
求
手
続
き

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方 

　

対
象
に
な
る
方
に
は
、日
本
年
金
機

構
か
ら
８
月
下
旬
頃
か
ら
請
求
可
能

な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。同

封
の
は
が
き（
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
）を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。令
和
４
年
１
月
４
日
ま
で
に
請

求
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、令
和
３

年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
を
受
給
し
始
め
る
方 

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
合
わ
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成
や
金

融
機
関
の
口
座
番
号・暗
証
番
号
を
お

聞
き
し
た
り
、手
数
料
な
ど
の
金
銭
を

求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

令
和
３
年
度
特
定
医
療
費（
指
定

難
病
）受
給
者
証
及
び
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
進
行
防
止
対
策（
肝
炎
治
療
特
別

促
進
事
業
）医
療
受
給
者
証
の
更
新

申
請
の
受
付
が
、９
月
21
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、案

内
お
よ
び
関
係
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
関
係

資
料
を
用
意
の
う
え
、原
則
郵
送
で
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
対
面
に
よ
る
臨
時
窓

口
を
設
け
て
受
け
付
け
ま
す
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、最
小
限
の
日
程
と

し
ま
し
た
の
で
、原
則
郵
送
で
の
提
出

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、毎
年
行
っ
て
い
ま
し
た
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
、ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病
重
症
患

者
対
策
医
療
受
給
者
証
の
更
新
申
請

は
、今
年
度
は
自
動
更
新
と
し
、更
新

申
請
は
行
い
ま
せ
ん
。

臨
時
窓
口
開
設
日
程

と　

き　

10
月
28
日

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

夕
張
市
役
所　

２
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ
先

北
海
道
空
知
総
合
振
興
局
保
健
環
境

部
保
健
行
政
室（
北
海
道
岩
見
沢
保

健
所
）健
康
推
進
課
保
健
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
1
5

人　口 7,205人(－30人)
　男 3,344人(－15人)
　女 3,861人(－15人)

世帯数 4,288世帯(－14世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
10
月
号
は
、

10
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和3年8月1日　現在

収集日 収　集　地　区

清水沢（全地区）、南清水沢

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、
登川、滝ノ上

10月５日（火）
社光、住初、本町、旭町、昭和、
末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部

10月６日（水）

10月７日（木）

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
は
、岩
見

沢
年
金
事
務
所
、給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
38
―
8
0
0
1

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
―
05
―
4
0
9
2
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